
文化財の保護と活用のモデルを目指して�

「世界遺産・二条城」�

�

平成29年8月25日	  

京都市文化担当局長   北 村 信 幸	

City of Kyoto	

1	

創造都市政策セミナー in	  京都	



二条城の歴史	

City of Kyoto	
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京都を代表する文化観光スポット	

	  

	  

	  

　　　　	  

＊全国の城郭の入場者数（平成２８年度）　	  

　　　　　　①大阪城　　　２，５５７千人　　	  

　　　　　　②姫路城　　　２，１１２千人	  

　　　　　　③名古屋城　  １，９１９千人	  

　　　　　　④二条城　      １，９０４千人	  

　　　　　　⑤首里城　　　１，８８６千人	  

　　　　　（全国城郭管理者協議会調べ）　　　　　　　　　  二ノ丸御殿（国宝）	

　【平成28年度入城者数：１９０万４千人】	
    国別   日本49.8%，中国19.8，韓国7.1，台湾3.1	
              豪4.5，米2.3，仏0.9，西0.7，英0.5，伊0.5	

清水寺や金閣寺，伏見稲荷大社，嵐山などと並ぶ京都を代表
する文化観光スポット	



二条城の文化財	

City of Kyoto	

●史跡：旧二条離宮（二条城）　昭和１４年(１９３９)指定	  
　　二条城の敷地すべてが史跡に指定	  

●国宝（建造物）　計６棟　	  
　　　　　　　　昭和２７年(１９５２)指定	  
　　二之丸御殿	  
遠侍，式台，大広間，蘇鉄之間，黒書院，白書院	  

	  

●重要文化財（建造物）　計２２棟　昭和２７年(１９５２)指定	  
　本丸御殿	  
櫓門，御殿玄関，	  
御殿御常御殿，	  
御殿御書院，	  
台所・雁之間	  

　二之丸御殿  唐門，台所	  
　東大手門，北大手門，東南隅櫓ほか	  

	

二之丸御殿	

唐門	 東大手門	
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二条城の文化財	

City of Kyoto	

	  
●重要文化財（美術工芸品）　	  
　計１０１６面　	  
　　二之丸御殿障壁画　　　　　　　　	  
	  
	  
	  

	  

	

松鷹図	

　その他，約２８００面の障壁画（
杉戸絵，天井画含む）は，建造物
の一部として国宝や重要文化財
に指定されている。	
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二条城の文化財	

City of Kyoto	

●特別名勝　	  
　　二之丸庭園	

大広間からの眺め（武家風）	後水尾天皇行幸御殿からの眺め（公家風）	
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   本格修理事業	

City of Kyoto	

平成２３年度からおよそ２０年の歳月をかけ，　２８
棟の文化財建造物を中心に城内の歴史的建造物
の修理や整備を行っている。	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
修理期間：唐門（平成２３年１２月～平成２５年８月）	  
　　　　　　　東大手門（平成２６年１０月～平成２９年３月）	  
今後，本丸御殿，二の丸御殿等を順次，修理	  
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本格修理事業と財源確保	

City of Kyoto	

○本格修理事業は，築城以来の大修理であり，	  
	  	  	  	  	  約１００億円を超える財源が必要	  
　（参考）本格修理事業を除いた収支（平成２８年度）	  
　　　収入（入城料，MICE使用料等）　：約１１億円	  
　　　支出（運営経費等）　　　　　　　 　：約１１億円	  

○財源の確保と文化財保存の意義を広く知っていただく	  
　  ため，「世界遺産・　二条城一口城主募金」	  
	  	  	  	  	  に取り組んでいる。	  

　　募金開始：平成２２年１０月から	  
　　 寄付実績：累計４ 億円（平成２９年６月末累計）　※目標５０億円	  
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世界遺産・二条城ウエディング	

City of Kyoto	

　日本全国及び海外から，世界遺産・二条城において挙式を行
うカップルを募集	  

	  
	  
	  
	  
	  
	  

平成２１年度事業開始，年間約５０件の挙式を実施	  
→ 使用料金を本格修理財源として積立て	  
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世界遺産・二条城ＭＩＣＥプラン	

City of Kyoto	

  二条城の格式や歴史的価値を最大限に活用し，ＭＩＣＥ会場として使用 	
    → 使用料金を本格修理の財源として積立て（平成２６年度～）	

          （平成２６年度　９件　３，６００万円，平成２７年度　１４件  ２，７００万円	

※ＭＩＣＥ：Meeting，Incentive Travel，Convention，Exhibition/Event	
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アートアクアリウム城	  
（2015年10-‐12月）	  

小澤征爾音楽塾（2015年9月）	  

京の伝統と食のイベント	  
（2017年5月）	



文化財の保護と活用	
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明日の日本を支える観光ビジョン	  
（首相官邸，平成２８年３月）	  

　「文化財」を，「保存優先」から観光客目線での「理解促
進」，そして活用へ	  

文化財活用・理解促進プログラム２０２０	  
（文化庁，平成２８年４月）	  

　　　 ＊文化財を中心とする観光拠点の整備	  
　　　＊投資リターンを見据えた文化財修理・整備の拡充と美装化	  
　　　＊分かりやすい解説と多言語対応	  
　　　＊歴史的建造物の活用促進	  
　　　＊文化財をユニークベニューとした文化イベント	  
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保護と活用の新たなモデルを目指して	

平成２８年５月	

○デービッド・アトキンソン氏を「二条城特別顧問」に	

○「二条城の価値を活かし未来を創造する会」発足	

    京都市長に提言（平成28年9月）	

⇒　「歴史や文化財を分かりやすく説明する機能の強化」	
　　　や「ユニークベニュー（特別な会場）として魅力的で	
       多彩なメニューの構築」など４１項目の提言	
平成２８年度実施済み事業（例）	
　・　城内案内看板の一新	
　　⇒　日本語解説の充実，外国語への対応を図るとともに，二条城の雰囲	
       気に合致したデザインに変更	
　・　多言語パンフレットの一新	
　　　前：「英・中・韓」一括版（Ａ３の６つ折版）１種類のみ　　　　	
　　　後：「英語」，「中国語（繁）」，「中国語（簡）」，「韓国語」，「フランス語」，	
            「スペイン語」の６言語（それぞれＡ５版８ページ）に見直し	



City of Kyoto	

　　　　	

（参加者）	
　外国人ＶＩＰ，政府要人，	
　一般市民等１，６００名	

　　スポーツ・文化・ワールド・フォーラム	

○平成２８年１０月，２０２０年東京オリンピック・パラ�
   リンピックのキックオフイベントが東京と京都で開催�
○二条城でのイベントで，初めて国宝・二之丸御殿内�
　 を活用 �
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City of Kyoto	

　　　	

四代・池坊専好氏による立花（黒書院）	

雅楽の実演（遠侍）	 蹴鞠の実技（車寄）	

二の丸庭園を背景に能を実演（大広間）	

　　スポーツ・文化・ワールド・フォーラム	
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二条城の活用による文化ＧＤＰの拡大	

二条城の活用によるメリット	  
	  	  	○  文化財の価値共有	
○  特別な空間におけるアート	

○  文化や歴史に興味のない層の来城	

☆  本格修理の財源確保	

☆  観光や産業などへの経済波及効果	

         アートアクアリウム城	

            入城者収入，物販・飲料収入，事業費トータルで８億円	

            ＊このうち３０，０００千円が二条城の財源に	

         アジア回廊現代美術展	

            入城者収入，事業費トータルで１．２億円	

            ＊このうち１２，０００千円が二条城の財源に	

           	



二条城の魅力を伝える新たな取組	

City of Kyoto	

○　平成２９年度事業	
　１　早朝観光の充実（７月・８月）	

　　　香雲亭での朝食提供など早朝観光の取組を実施	

　２　未公開文化財整備活用事業	

　　　未公開の文化財の活用を通じて文化財への一層の理解の促進	

　 と観光資源としての魅力の向上を図る。	

　３　東大手門特別公開事業（実施中）	

　　　平成２９年３月に本格修理事業が完了した重要文化財・東大手門を特　　	

　　別公開	

　４　外堀景観向上事業　	

　　　二条城外周が東側空間整備事業により，市民の憩いの場となるととも　	

　に，石垣等の文化財に親しめる空間になることから，外堀全体の景観を向　	

　上させる取組を行うとともに，石垣の基礎調査等を行う。	
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